
4．昭和２年の金融恐'慌

(1)金融恐`慌の経過

金融恐慌の発端

年号が大正から昭和に改められてからまだ３か月も経過していなかった昭和２

年（1927年）３月15日、金融恐慌が発生した。

当時、議会では与党の憲政会と野党の政友会が鋭く対立していた。そうした状

況の中で、昭和２年１月26日、政府は「震災手形損失補償公債法案」と「震災手

形善後処理法案」（以下、「震災手形関係２法案」という、内容については後述）

を議会に提出した。この震災手形関係２法案は、当時経済界の不安定要因とし

て、かねてから問題となっていた震災手形の処理について最終的な整理を図るこ

とをねらいとしたものであったが、野党はこれを一部資本家の救済策であると非

難し、議会でも与野党の大きな対立点となっていた。その後３月４日、これら２

法案はようやく衆議院を通過し、貴族院に送られたが、３月12日、昭和２年度追

加予算案が議会に提出されると、衆議院ではその審議に関連して再び震災手形関

係２法案が問題にされた。

３月14日、衆議院予算委員会において昭和２年度追加予算案の審議が始まった

が、同日午後、片岡直温大蔵大臣はこの予算委員会において、議員の質問に対す

る答弁の中で「現二今日正午頃二於テ渡辺銀行ガ到頭破綻ヲ致シマシタ、是モ洵

二遺`感千万二存ジマスガ、是等二対シマシテ預金ハ約三千七百万円バカリゴザイ

マスカラ、是等二対シテ何トカ救済ヲシナケレバナラヌト存ジマスガ」と発言し
(１）（２）

た。これがいわゆる「片岡失言」といわれるもので、金融恐慌は直接的にはこの

発言を契機として発生した。

事実、東京渡辺銀行（東京市所在）は、その姉妹行である、あかぢ貯蓄銀行と

ともに翌15日から休業するに至った。ただ、この休業が前述の片岡発言の段階で

すでに決定していたものか、それとも片岡発言によって休業せざるをえない状態
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